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あたたかな日差しにぬるい風、気づかぬうちに芽を出していた雑草。病

院への出退勤の折に気づく自然の変化に、春を肌で感じ入る日々です。と

はいえ院内に眼を向けるとインフルエンザの方も多く、街に繰り出すと花

粉症らしき方も少なくありません。皆さまもくれぐれもご自愛下さいませ。

まもなく桜のつぼみもほころび始めましょう。 （Ａ．Ｎ）

ギャラリーコーナーから望む中庭に眼を

留めてくださった方もございましょうか？　

菜の花やパンジー、花キャベツなどが、

色鮮やかに咲き始めています。

しかし去年の今頃は雑草や木の根がはび

こり、いたる所に小石が転がる殺風景な場

所でした。季節の移ろいの見えない中庭。

そこで私たちは荒地を花壇に生まれ変わら

せようと動き始めました。あれから約一年、

色とりどりの花々が生き生きと育っている

のを見るにつけ、真夏の草むしりや肥料運

び、真冬の水運びなど、感慨深く思い出し

ます。

廊下を通られた折、春の花々を愛でてく

ださればと願います。

編 集 後 記

初めて病院を訪れたとき、戸惑ったことはありませんか？

あなたの温かい心を生かしてみませんか？

みなさんぜひご参加ください。

● お問い合せ先 ●

中部労災病院　庶務課　☎052−652−5511㈹まで


